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１ 株式会社の現況に関する事項 

１-１.事業の経過及びその成果 

当事業年度におけるわが国経済は、東日本大震災からの

復興需要はあったものの円高や海外経済の減速等により回

復の足取りは鈍いままで推移いたしましたが、新政権発足

以降におきましては、大胆な金融緩和による急激な円高修

正と株高を背景として企業の景況感は改善してまいりまし

た。しかしながら、米国経済の回復はあるものの欧州経済

の低迷と中国等新興国の景気減速もあり、景気の持直しに

は未だ時間がかかるものと思われます。 

リゾートホテル業界におきましては、円高により海外需

要は好調に推移する一方、景気低迷と領土問題によるイン

バウンド客の減少等厳しい状況が続いておりましたが、ア

ベノミクス効果もあり、徐々にではありますが回復の兆し

も見えてまいりました。 

そのような状況の中で当社は、ビジネスホテルを昨年11

月よりフランチャイズ加盟し販路の拡大と営業手法の改善

を図りました。また、リゾートホテルにおきましても、イ

ンターネットでの販路拡大を重点に営業活動を進めてまい

りましたが震災からの回復の足取りは重く、このような状

況からの早期脱却を図るべく、価格政策等新しい営業手法

の導入を図ってまいります。 

借入金につきましては、２億１千万円返済し、ジャイロ

会員権預託金は２千３百万円返還し圧縮いたしました。 

当事業年度末の直営事業所数は、ホテル４、リゾート関

連３となり全体で７事業所になりました。リゾート関連施

設として直営の他に９施設と提携しております。 

上記の結果、当事業年度は、売上高は32億８千１百万円

と前期比10.0％の増収となり、営業損失は１億２千４百万

円、経常損失は１億９千７百万円となりました。 

また、当期純損益につきましては、東京電力株式会社に

よる福島第一原子力発電所の事故に伴う観光風評被害に対

する受取補償金の特別利益２億３千８百万円を計上したこ

とにより、当期純利益は２千１百万円（前期比55.7％減) 

となりました。 

事 業 報 告 (平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで)
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  ［ホテル関連］ 

当セグメントにおきましては、鴨川グランドホテルは東

日本大震災及びその後の風評被害等が続いており厳しい状

況ではありますが、徐々に回復してきております。一方、

ホテル西長門リゾートは九州新幹線需要の反動等から西日

本地域の需要減少の影響により減収となりました。 

ビジネスホテルにおきましては、昨年11月よりフランチ

ャイズ加盟による販路拡大と営業手法の改善により高稼働

が続き増収増益となりました。 

その結果、売上高は25億４千７百万円と前期比9.3％増

となりました。 

 

  ［リゾート関連］ 

当セグメントにおきましては、契約施設としてのニーズ

の掘り起こしや節約志向にあった価格政策等が追い風とな

り震災前の水準へと回復いたしました。 

その結果、売上高は６億３百万円と前期比13.6％増とな

りました。 

 

  ［その他］ 

当セグメントにつきましては、リネン事業は徐々に回復

へと向かいつつあり、震災前の水準へは届かなかったもの

の回復の兆しが見えてまいりました。 

その結果、売上高は１億３千万円と前期比8.2％増とな

りました。 

 

  セグメント別売上高 
 

セグメントの名称 営 業 店 舗 等 売   上   高 
 店 百万円 

ホ テ ル 関 連 4 2,547 

リ ゾ ー ト 関 連 12 603 

そ の 他 ― 130 

計 16 3,281 
 
 (注) 1. リゾート関連の営業店舗のうち９店は宿泊提携店であります。 

2. その他の欄はクリーニング等の売上であります。 
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１-２.資金調達等についての状況 

 (1) 資金調達 

 該当事項はありません。 

 

 (2) 設備投資 

当事業年度中に実施いたしました設備投資の総額は４千

４百万円であります。その主なものは、既存のホテル等の

リニューアル投資であります。 

なお、所要資金は自己資金により賄いました。 

 

１-３.直前三事業年度の財産及び損益の状況 
 

区     分 
第 63 期

(平成21年４月１日から
平成22年３月31日まで)

 

第 64 期

(平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで)

 

第 65 期 

(平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで)

 

第66期(当期) 

(平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで) 

 

売 上 高(百万円) 3,914 3,557 2,981 3,281 

経常損失 ( △ )(百万円) △136 △153 △240 △197 

当期純利益又は
当期純損失(△)

(百万円) △455 △219 49 21 

１株当たり当期純利益
又は当期純損失(△)

(円) △43.60 △21.05 4.70 2.08 

純 資 産(百万円) 834 604 663 707 

総 資 産(百万円) 7,073 6,669 6,744 6,546 

 
(注) 1. 第63期は、店舗閉鎖に伴い売上高は減収となり、賃貸借契約解約損

等の特別損失を計上した結果、当期純損失となっております。 
2. 第64期は、東日本大震災の発生に伴い売上高は減収となり、退職給

付制度改定損等の特別損失を計上した結果、当期純損失となってお
ります。 

3. 第65期は、東日本大震災に伴う風評被害は依然として残り売上高は
減収となりましたが、観光風評被害に対する受取補償金を計上した
結果、当期純利益となっております。 

4. 当事業年度の状況につきましては、前記「1－1.事業の経過及びその
成果」に記載のとおりであります。 
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１-４.対処すべき課題 

今後の見通しにつきましては、新政権発足以降急激な円

高修正や株高を背景に企業の景況感は改善してまいりまし

たが、当社の事業所の集中する鴨川・勝浦地区は東日本大

震災と原発事故の風評被害の影響が依然として大きく残り、

極めて厳しい経営環境にあります。 

このような状況の中で、事業の再構築の一環としてビジ

ネスホテルをフランチャイズ加盟し販路の拡大や営業手法

の改善を図り成果を上げつつあります。また、リゾート関

連も震災前の水準を回復しており、リゾートホテルの厳し

い状況を打破するため、新たな「販売の強化」｢オペレー

ションの再構築」を重点にそれらの具現化を図るべく取り

組んでおります。 

一方、お客様重視の姿勢は普遍であり、全従業員一人一

人に意識させるべく「お客様は我が家の大切な生涯のファ

ミリーです」との基本認識のもとに①行動マニュアルに基

づく実践活動②アンケートの一層の活用③情報の共有化を

実現し徹底させてまいります。 

今なお厳しい経営環境が続いてはおりますが、全社員一

丸となりこれまで以上に親しまれるホテルグループとなる

よう邁進する所存であります。 

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援、

ご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げます。 

 

１-５.主要な事業内容 

当社は､旅館業､並びにこれらに関連する事業を行ってお

り､国際観光ホテル整備法による登録（鴨川グランドホテ

ル昭和40年12月18日登録番号旅第612号、ホテル西長門リ

ゾート昭和53年４月15日登録番号旅第1683号）を受けてお

ります。また、宅地建物取引業法により宅地建物取引業者

千葉県知事(1)第16257号として免許を受けております。 
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１-６.主要な事業所及び使用人の状況 

 (1) 主要な事業所 
  

 
本 社 

 

千葉県鴨川市広場839―13番地 

(登記上の本店所在地 千葉県鴨川市広場820番地) 
 

 ホテル関連 鴨 川 グ ラ ン ド ホ テ ル (千 葉 県) 

  ホ テ ル 西 長 門 リ ゾ ー ト (山 口 県) 

  ス マ イ ル ホ テ ル 巣 鴨 (東 京 都) 

  スマイルホテル日本橋三越前 (東 京 都) 
  

 リゾート関連 鴨 川 グ ラ ン ド タ ワ ー (千 葉 県) 

  勝浦ヒルトップホテル＆レジデンス (千 葉 県) 

  ミ ス テ ィ イ ン 仙 石 原 (神 奈川県) 
  
 営 業 所 首 都 圏 営 業 所 (千 葉 県) 

  広 島 営 業 所 (広 島 県) 

  福 岡 営 業 所 (福 岡 県) 

 

 (2) 使用人の状況 
 

区      分 使用人数
前事業年度末

比増減 
平均年令 平均勤続年数 

男 子 113名 (  2名減) 45.0才 16.0年

女 子 42 (  1名減) 32.2 10.3 

合 計 又 は 平 均 155 (  3名減) 41.5 14.5 

 
 (注) 上記のほか、臨時使用人の期中平均雇用人員は201名であります。 

 

１-７.主要な借入先及び借入額 
 

借    入    先 借 入 残 高 

 百万円 

㈱ 千 葉 銀 行 2,785 

㈱ み ず ほ 銀 行 1,182 

㈱ 千 葉 興 業 銀 行 420 

㈱ 商 工 組 合 中 央 金 庫 174 

㈱ 徳 島 銀 行 32 
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２. 会社の株式に関する事項 

(1) 発 行 可 能 株 式 総 数 普通株式 24,600,000株 

  Ａ種優先株式 1,400,000株 

(2) 発 行 済 株 式 の 総 数 普通株式 10,453,920株 

  (うち自己株式 17,037株)

  Ａ種優先株式 1,200,000株 

(3) 当事業年度末の株主数  975名 

(4) 大株主 
 

株    主    名 持 株 数 持株比率 

 株 ％ 

鈴 木 初 子 普通株式 3,026,416 25.9

鈴 木 政 夫 普通株式 1,491,784 12.8

鈴 木 健 史 普通株式 1,267,320 10.8

㈱  大   扇   商   事 普通株式 1,256,376 10.7

㈱  千   葉   銀   行 普通株式 240,000

 Ａ種優先株式 1,000,000

 計 1,240,000 10.6

ち ば ぎ ん リ ー ス ㈱ 普通株式 476,000 4.0

ちばぎんコンピューターサービス㈱ 普通株式 476,000 4.0

日 本 興 亜 損 害 保 険 ㈱ 普通株式 120,000

 Ａ種優先株式 200,000

 計 320,000 2.7

鴨 川 共 栄 会 普通株式 248,600 2.1

㈱ 千 葉 興 業 銀 行 普通株式 100,800 0.8
 
 (注) 持株比率は、自己株式（17,037株）を控除して計算しております。 
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３. 会社役員に関する事項 

３-１.地位、氏名及び担当、重要な兼職の状況 
 

地   位 氏   名 担   当 重要な兼職の状況 

代表取締役社長 鈴 木 健 史   

常 務 取 締 役 村 上 全 男 営業統括部長  

取 締 役 石 井 秀 王
鴨川グランドホテル
総支配人 

 

取 締 役 四野宮   章 管理部長  

常 勤 監 査 役 内 藤 秀 世   

監 査 役 荒 木 和 之  
ソニー生命保険㈱ 
エグゼクティブライ
フプランナー部長 

監 査 役 土 井 規 子  
㈲オフィスディー
代表取締役 

 
(注) 1. 常勤監査役内藤秀世氏は当社に長年勤務し、すべての業務に精通し

ており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであり
ます。 

2. 監査役荒木和之及び土井規子の両氏は、社外監査役であります。 

 

３-２.取締役、監査役ごとの報酬等の総額 
 

区   分 人   数 報酬等の額 摘   要 

取 締 役 ４人 32,640千円  

監 査 役 ４人 7,950千円
(うち社外監査役
２名1,200千円) 

計 ８人 40,590千円  

 

３-３.社外取締役及び社外監査役との関係 

 (1) 社外取締役に関する事項 

該当事項はありません。 

 

 (2) 社外監査役に関する事項 

監査役荒木和之及び監査役土井規子の両氏の兼職先と当

社は取引関係はありません。 

 

３-４.各社外役員の主な活動状況 
 

区   分 
取締役会(12回開催) 監査役会(12回開催) 

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

監査役  荒木和之 9回 75.0％ 9回 75.0％

監査役  土井規子 12回 100.0％ 12回 100.0％

 
(注) 両監査役は取締役会及び監査役会に出席し、議案審議等に必要な発言を

適宜行っております。 
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３-５.責任限定契約の内容の概要 

   当社と各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づ

き、損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契

約に基づく賠償責任限度額は、100万円又は会社法第425条

第１項に定める最低責任限度額のいずれか高い額としてお

ります。 

 
４. 会計監査人に関する事項 

４-１.会計監査人の名称          千葉第一監査法人 

 

４-２.責任限定契約の内容の概要 

   当社と会計監査人である千葉第一監査法人は、会社法第

427条第１項の契約を締結しております。当該契約の概要

は次のとおりであります。 

   千葉第一監査法人の本契約の履行に伴い生じた当社の損

害は、千葉第一監査法人に悪意又は重大な過失があった場

合を除き、2,000万円又は千葉第一監査法人の会計監査人

としての在職中に報酬その他の職務執行の対価として当社

から受け、又は受けるべき財産上の利益の額の事業年度ご

との合計額のうち最も高い額に二を乗じて得た額のいずれ

か高い額をもって、当社に対する損害賠償責任の限度額と

しております。 

 

４-３.会計監査人の報酬等の額 
 

 支    払    額 

報 酬 等 の 額 8,000千円

当 社 が 支 払 う べ き 金 銭
そ の 他 の 財 産 上 の 利 益 の 合 計 額

8,000千円

 
(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金

融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的に

も区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しておりま

す。 

 

４-４.会計監査人の解任または不再任の決定の方針 

   取締役及び監査役は、会計監査人の再任の適否については、

毎期検証をしてまいります。会計監査人が、会社法や公認

会計士法等の法規に違反または抵触した場合の他、当社が

会計監査人の独立性、効率性、信頼性、監査に関する品質

等におきまして、適正を欠くと判断した場合には、会社法

の定めに則り、会計監査人を解任または不再任と致します。 
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５. 業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議

の内容の概要 

 (1) 取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合する

ことを確保するための体制 

  ① 取締役及び使用人は、法令及び定款を遵守し、社会的

責任並びに企業倫理の確立に努めるとともに、企業

人・社会人として求められる倫理観に基づいて行動す

るため、｢コンプライアンスの基本原則」及び「企業

行動基準」を定める。 

  ② 社長直轄の内部統制室を置く。統制室は、業務が法令

及び社内諸規定に基づき、適正且つ、公正に実施され

ているか検証する。 

 

 (2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する

体制 

  ① 当社は、取締役会や株主総会等の重要な会議の意思決

定にかかわる記録、各取締役が職務権限に基づき決裁

した文書等及び取締役の職務執行にかかわる情報の記

録を、法令及び「文書管理規定」等により、適切に保

存及び管理する。 

  ② 取締役及び監査役は、常時これらの文書等を閲覧でき

るものとする。 

 

 (3) 損失の危険に関する規定その他の体制 

  ① 事業活動全般における様々なリスク、または不測の事

態に備え、行動基準として「危機管理要綱」を制定し、

｢予防としての事前管理」｢発生時の対処管理」｢発生

後の事後管理」に分けて明確に規定する。 

  ② 緊急事態発生時の行動基準を定め、迅速かつ適切に対

応できる体制を整える。 

 

 (4) 取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保す

るための体制 

  ① 当社は、定例取締役会を毎月１回開催し、重要事項の

決定並びに取締役の業務執行状況の監督を行なう。 

  ② 当社は、社長以下取締役、事業所責任者で構成する経

営会議を設け、テーマを絞り十分な審議を行なう。 

  ③ 重要案件は、事前に担当役員及び各部長により委員会

を設け、審議を行なう。 
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 (5) 監査役の職務を補助する使用人について 

   当社は、監査役の求めに応じて、監査役の業務補助のた

めの監査役スタッフを置くこととし、その人事について

は、監査役と取締役が意見交換を行なう。 

 

 (6) 監査役に報告をする為の体制及びその他監査役の監査が

実効的に行なわれることを確保するための体制 

  ① 代表取締役及び業務執行の担当取締役は、取締役会等

の重要な会議において随時、業務の執行状況の報告を

行なう。 

  ② 会社の信用を大きく低下させたもの及び会社の業績に

大きく影響を与えた事象、または恐れのあるものにつ

いては、監査役に対して発見後、速やかに報告を行な

う。 

  ③ 監査役は、必要に応じて代表取締役、会計監査人との

意思疎通を図り、定期的に意見交換等を行なう。 

 

６. 株式会社の支配に関する基本方針 

   当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する

者の在り方に関する基本方針については特に定めておりま

せん。 
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貸 借 対 照 表 
(平成25年３月31日現在) 

(単位：千円) 
 

科     目 金  額 科     目 金  額 

 
（資 産 の 部） 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

た な 卸 資 産 

前 払 費 用 

未 収 入 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有形固定資産 

建 物 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

車輌及び運搬具 

器 具 及 び 備 品 

リ ー ス 資 産 

土 地 

無形固定資産 

借 地 権 

電 話 加 入 権 

ソ フ ト ウ ェ ア 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

破産更生債権等 

長 期 前 払 費 用 

差 入 保 証 金 

年金保険積立金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

921,194

550,583

611

154,129

47,767

35,226

100,675

32,509

△307

5,624,915

5,068,130

3,796,576

53,721

24,537

7,413

76,828

22,524

1,086,529

27,741

5,926

18,636

3,177

529,043

118,689

7,004

3,601

240,305

143,150

23,299

△7,007

（負 債 の 部）

流 動 負 債 

買 掛 金

短 期 借 入 金

１年以内返済の長期借入金

未 払 金

リ ー ス 債 務

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

預 り 金

そ の 他

固 定 負 債 

リ ー ス 債 務

繰 延 税 金 負 債

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

預 り 保 証 金

そ の 他

 
 

5,074,243 

78,552 

3,917,200 

677,083 

22,204 

11,960 

210,362 

12,251 

20,885 

67,264 

56,479 

763,997 

12,049 

13,176 

159,906 

17,791 

552,342 

8,732 

負 債 合 計 5,838,240 

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

自 己 株 式 

評価･換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

 

679,998 

626,761 

498,588 

498,588 

△441,667 

△441,667 

△441,667 

△3,682 

27,870 

27,870 

純 資 産 合 計 707,869 

資 産 合 計 6,546,110 負債・純資産合計 6,546,110 

 

貸借対照表  
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  損 益 計 算 書 

(
自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日) 
(単位：千円) 

 
科         目 金         額 

営 業 収 益 

売 上 高 3,281,340

営 業 費 用 

売上原価及び一般管理費 3,406,261

営 業 損 失 124,921

営 業 外 収 益 

受 取 利 息 ・ 配 当 金 1,503

そ の 他 24,753 26,257

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 98,607

そ の 他 214 98,822

経 常 損 失 197,486

特  別  利  益 

受 取 補 償 金 238,526 238,526

特 別 損 失 

固 定 資 産 除 却 損 1,604

損 害 賠 償 金 9,300 10,904

税 引 前 当 期 純 利 益  30,135

法人税、住民税及び事業税 8,433 8,433

当 期 純 利 益 21,702

 

損益計算書  
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株主資本等変動計算書 

(
自 平成24年４月１日

至 平成25年３月31日) 
(単位：千円) 

  

 

株 主 資 本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
資本準備金

その他 
利益剰余金
繰越利益
剰余金 

当 期 首 残 高 626,761 498,588 △463,369 △3,598 658,381 

当 期 変 動 額  

当 期 純 利 益 21,702 21,702 

自 己 株 式 の 取 得 △84 △84 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

 

当 期 変 動 額 合 計 ― ― 21,702 △84 21,617 

当 期 末 残 高 626,761 498,588 △441,667 △3,682 679,998 

 
 

 

評価・換算

差 額 等
純資産合計

その他有価証

券評価差額金

当 期 首 残 高 4,926 663,307

当 期 変 動 額 

当 期 純 利 益 21,702

自 己 株 式 の 取 得 △84

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

22,944 22,944

当 期 変 動 額 合 計 22,944 44,562

当 期 末 残 高 27,870 707,869

 

 

株主資本等変動計算書 
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個 別 注 記 表 
 

１. 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。 

 

２. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 ２-１. 資産の評価基準及び評価方法 

    (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券  

市場価格のあるもの…期末日の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平

均法により算定)  

市場価格のないもの…移動平均法による原価法 

    (2) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

た な 卸 資 産……先入先出法による原価法（貸借対

照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。 

 

 ２-２. 固定資産の減価償却の方法 

    (1) 有 形 固 定 資 産（リース資産を除く）……定額法 

 なお、耐用年数については、原則

として法人税法に定める耐用年数

を適用しておりますが、平成10年

度税制改正前に取得した建物（建

物付属設備を除く）については、

改正前の耐用年数を継続して適用

しております。 

    (2) 無 形 固 定 資 産（リース資産を除く） 

 ……ソフトウェア（自社利用分）につ

いては、社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法 

(3) リ ー ス 資 産……リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法 

(4) 長 期 前 払 費 用……定額法 

なお、耐用年数については、法人

税法に定める耐用年数を適用して

おります。 
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 ２-３. 引当金の計上基準 

(1) 貸 倒 引 当 金……債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計

上しております。 

(2) 賞 与 引 当 金……従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため、将来の支給見込

額のうち当期の負担額を計上して

おります。 

なお、当期における負担額はあり

ません。 

(3) 退 職 給 付 引 当 金……従業員の退職給付に備えるため、

当期末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上し

ております。 

な お 、 会 計 基 準 変 更 時 差 異

(288,137千円）については、15年

による按分額を費用処理しており

ます。また、数理計算上の差異

は、その発生時の従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数（４

年）による定額法により、それぞ

れ発生の翌期から費用処理してお

ります。 

(4) 役員退職慰労引当金……役員の退職慰労金の支払に備える

ため、内規に基づく当期末要支給

額を計上しております。 
 
 ２-４. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

      消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 
 
３. 貸借対照表に関する注記 

 ３-１. 担保に供している資産及び担保に係る債務 

    (1) 担保に供している資産 建    物 3,578,097千円 

 土    地 435,765千円 

 投資有価証券 32,461千円 

 年金保険積立金 81,445千円 

   合計 4,127,769千円 

上記のほか保証金600千円を営業保証供託金として差し入

れております。 
 
    (2) 担保に係る債務 短 期 借 入 金 3,917,200千円 

 長 期 借 入 金 601,911千円 

(１年以内返済の長期借入金 

601,911千円) 

   合計 4,519,111千円 
 
 ３-２. 有形固定資産の減価償却累計額 9,879,320千円   
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４. 損益計算書に関する注記 

   関係会社との取引高 

    営業取引による取引高 

    賃借料 4,643千円

 

５. 株主資本等変動計算書に関する注記 

    (1) 当事業年度末における発行済株式の種類及び株式数 
         普通株式 10,453,920株

         Ａ種優先株式 1,200,000株

    (2) 当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 
         普通株式 17,037株

 

６. 税効果会計に関する注記 

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

(繰延税金資産)  

  繰越欠損金 220,706千円 

  販売用不動産評価損 17,616千円 

  ゴルフ会員権評価損 7,656千円 

  退職給付引当金 51,330千円 

  役員退職慰労引当金 5,711千円 

  減損損失 9,747千円 

  その他 4,465千円 

   繰延税金資産 小計 317,234千円 

  評価性引当額 △317,234千円 

   繰延税金資産 合計 ―千円 

(繰延税金負債)  

  その他有価証券評価差額金 △13,176千円 

   繰延税金負債合計 △13,176千円 

   繰延税金資産（負債）の純額 △13,176千円   
 

７. リースにより使用する固定資産に関する注記 

   リース契約により使用している重要な固定資産 
貸借対照表に計上した固定資産のほか、電子計算機及びその周

辺機器等の一部については、所有権移転外ファイナンス・リー

ス契約により使用しております｡ 
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８. 金融商品に関する注記 

  １． 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 
当社は、資金運用については短期的な預金等に限定、投機

的な取引は行わない方針です。資金調達については、銀行

等金融機関からの借入と自己資金で行っております。 

(2) 金融商品の内容及びリスク管理体制 
借入金については、全て銀行等の金融機関からの調達で、

主に設備投資に係るものであります。 

長期預り保証金は、主にリゾート会員権の預託金でありま

す。これらについては、流動性リスクにさらされておりま

すが、管理部にて資金繰り等を適時把握するなかで手元流

動性の維持に努めております。 

  ２． 金融商品の時価等に関する事項 

平成25年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこ

れらの差額については、次のとおりであります。 

(単位：千円） 
 

 貸借対照表計上額 時    価 差    額 

(1) 短期借入金 3,917,200 3,917,200 ― 

(2) (１年以内返済 )の長期借入金 
677,083 677,083 ― 

(3) 長期預り保証金 552,342 477,213 75,129 
 

(注) 金融商品の時価の算定方法 

  負 債 

(1) 短期借入金 
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

(2) １年以内返済の長期借入金 
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ

等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

(3) 長期預り保証金 
長期預り保証金の大宗を占めるリゾート会員権の預託金に

ついては、年間返還額を過去の返還率を加味して予測し、

合理的に見積られる利率で割り引いて算定しております。 

 

９. 持分法損益等に関する注記 

関連会社がないため、該当事項はありません。 
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10. 関連当事者との取引に関する注記 

(1) 親会社及び主要株主等 
 

種  類 
会社等の 
名  称 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当
事者と
の関係

取引の
内 容

取引金額
(千円)

科 目
期末残高 
(千円) 

主要株主 
（会社等） 

㈱大扇商事 
(被所有)

直接 
12.06 

当社との関係内容等は、下記「主要株主 
(個人）及びその近親者が議決権の過半数
を所有している会社等」及び「役員及びそ
の近親者が議決権の過半数を所有している
会社等」に記載しております。 

 
(注) 取引条件及び取引条件の決定方針等 

１ 契約条件については、一般的取引条件と同様に決定して
おります。 

２ ｢種類｣・｢議決権等の所有（被所有）割合」については、
期末日時点のものを記載しております。 

３ 上記取引金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2) 役員及び個人主要株主等 
 

種  類 
会社等の 
名  称 
又は氏名 

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当
事者と
の関係

取引の
内 容

取引金額
(千円)

科 目
期末残高 
(千円) 

主 要 株 主 
(個人）及び
その近親者
が議決権の
過半数を所
有している
会社等 ㈱大扇商事 

(被所有)
直接 
12.06 

ホテル
客 室
賃貸借
契約の
締 結

 
役員の
兼 任
１ 名

客室賃
借料の
支 出

4,643 ― ― 

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している会
社等 
 

(注) 取引条件及び取引条件の決定方針等 
１ 契約条件については、一般的取引条件と同様に決定して

おります。 
２ ｢種類｣・｢議決権等の所有（被所有）割合」については、

期末日時点のものを記載しております。 
３ 上記取引金額には、消費税等は含まれておりません。 
４ ㈱大扇商事は、当社代表取締役鈴木健史及び当社相談役

鈴木政夫の近親者が、代表取締役鈴木健史とあわせて、
議決権の 100％を直接保有されております。 

  なお、㈱大扇商事の代表取締役は当社個人主要株主鈴木
初子であります。 

 

11. １株当たり情報に関する注記 
      １株当たり純資産額 10円34銭

      １株当たり当期純利益 2円08銭
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1. 定時株主総会 

平成24年６月28日開催の当社第65回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されました。 

 
報 告 事 項 第65期（平成23年４月１日から平成24年３月

31日まで）事業報告及び計算書類の内容報告
の件 
本件は、上記計算書類の内容を報告いたしま
した。 

決 議 事 項  
 第１号議案 取締役４名選任の件 

本件は、原案のとおり鈴木健史、村上全男、
石井秀王、四野宮 章の各氏が選任され、そ
れぞれ就任いたしました。 

 第２号議案 監査役３名選任の件 
本件は、原案のとおり内藤秀世、荒木和之、
土井規子の３氏が選任され、それぞれ就任い
たしました。 

 第３号議案 補欠監査役２名選任の件 
本件は、原案のとおり鈴木文明、長谷川優の
両氏が選任されました。 

 
2. 登記事項 
  当期中における登記事項は次のとおりであります。 
  平成24年７月10日登記 

鈴木健史、村上全男、石井秀王、四野宮 章の４名取締役重任 
鈴木健史、代表取締役重任 
内藤秀世、監査役就任 
荒木和之(社外監査役)、土井規子(社外監査役)の２名監査役重任 
会計監査人 千葉第一監査法人 
 

 
【事業報告書のご案内】 

事業報告書につきましては、書面による郵送から、当社 

ウェブサイト(http://www.kamogawagrandhotel.ne.jp/) 

への掲載に変更しておりますので、ご高覧くださるよう

お願い申しあげます。 
 

 

  

庶務の概要 
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商 号 ： 

株式会社鴨川グランドホテル 
ＴＨＥ ＫＡＭＯＧＡＷＡ ＧＲＡＮＤ ＨＯＴＥＬ，ＬＴＤ.

設 立 ： 昭和22年12月17日 

資 本 金 ：   626,761,450円 

発行済株式の総数 ： 普通株式    10,453,920株 

 Ａ種優先株式   1,200,000株 

 

 役   員  (平成25年６月27日現在)  
 

代表取締役社長 鈴 木 健 史
常 務 取 締 役 村 上 全 男
取 締 役 石 井 秀 王
取 締 役 四 野 宮    章
監査役(常 勤) 内 藤 秀 世
監 査 役 荒 木 和 之
監 査 役 土 井 規 子

 

 事 業 所  (平成25年６月27日現在)  
 
本 社 〒296-0044 千葉県鴨川市広場820 

℡(04)7094-5581 

ホ テ ル  

鴨川グランドホテル 〒296-0044 千葉県鴨川市広場820 
℡(04)7092-2111㈹ 

ホテル西長門リゾート 〒759-5331 山口県下関市豊北町神田2045 
℡(0837)86-2111㈹ 

スマイルホテル巣鴨 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨2-4-7 
℡(03)5567-1001 

スマイルホテル
日本橋三越前 

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町1-4-14 
℡(03)3231-1070 

リゾート関連  

鴨川グランドタワー 〒296-0044 千葉県鴨川市広場834 
℡(04)7093-6111㈹ 

勝 浦 ヒ ル ト ッ プ 
ホテル＆レジデンス 

〒299-5231 千葉県勝浦市沢倉字蓬谷441-1 
℡(0470)73-6000 

ミスティイン仙石原 〒250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原俵石1290 
℡(0460)84-5341 

鴨川リゾートクラブ 〒296-0044 千葉県鴨川市広場820 
℡(0120)665-335 

 
  

会社の概要  (平成25年３月31日現在) 
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営 業 所  

首都圏営業所 〒273-0033 千葉県船橋市本郷町475-1(石井ビル503) 
℡(047)321-4171 

広 島 営 業 所 〒730-0016 広島県広島市中区幟町7-3(広栄堂ビル401) 
℡(082)227-7667 

福 岡 営 業 所 〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東2-4-30(いわきビル3Ｆ)
℡(092)431-0377 
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事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで 
定 時 株 主 総 会 ６月中 
基 準 日 ３月31日 

その他必要があるときは、あらかじめ
公告して定めます。 

配 当 金 ①毎決算期の最終の株主名簿に記載又
は記録された株主又は登録株式質権
者にお支払いいたします。 

 ②取締役会の決議により、毎年９月30
日の最終の株主名簿に記載又は記録
された株主又は登録株式質権者に対
し中間配当をすることができる。 

公 告 掲 載 方 法 当会社の公告方法は、電子公告とす
る。但し、事故その他やむを得ない事
由によって電子公告による公告をする
ことができない場合は官報に掲載する
方法により行う。なお、会社法施行後
においては、会社法第440条第４項の
規定により決算公告は行いません。 

 

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 
みずほ信託銀行株式会社 

 

 証券会社等に口座をお持ちの場合
証券会社等に口座をお持ちでない場合 

（特別口座の場合） 

郵送物送付先 

お取引の証券会社等になります｡

〒168-8507 
東京都杉並区和泉２-８-４ 
みずほ信託銀行 証券代行部 

電話お問合せ先 
フリーダイヤル 0120-288-324 
(土･日･祝日を除く9:00～17:00) 

各種手続お取扱店 
(住所変更、株主配当金 
受取り方法の変更等) 

みずほ証券 
 本店、全国各支店および営業所 
 プラネットブース(みずほ銀
行内の店舗)でもお取扱いた
します。 
*カスタマープラザではお取り扱い

できませんのでご了承ください。 
 
みずほ信託銀行 
 本店および全国各支店 

*トラストラウンジではお取り扱い

できませんのでご了承ください。 

未払配当金のお支払 
みずほ信託銀行およびみずほ銀行の本店および全国各支店

（みずほ証券では取次のみとなります） 

ご注意 

支払明細発行については、
右の ｢特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問い
合わせ先・各種手続お取扱
店をご利用ください。 

特別口座では、単元未満株式の
買取・買増以外の株式売買は
できません。証券会社等に口座
を開設し、株式の振替手続を
行っていただく必要があります｡ 

 

株 主 メ モ


